
室でも週1回の朝8時からの研究室全体のミーティン
グに加え、各班のスモールミーティング、また他施設
との共同研究のミーティングも多く行われています。
コロナ禍では、大人数での研究の制限など試行錯誤
した時期もありましたが、結果的にコロナ禍以降、急
速に研究が進行している状況です。創傷治癒学会の
研究奨励賞を始め、日本形成外科学会学術奨励賞基
礎部門最優秀賞、抗加齢学会学術奨励賞など数々の
受賞者も出ております。

私が20年近く前（？！）本学会に初めて参加した時
に、外科の先生や基礎の先生など様々な分野の創傷
治癒の発表に新鮮な感動と驚きを受けたことを思い
出します。この学会の最大の強み・面白さである、多
職種参加による研究はこれからの時代、益々注目さ
れていくことと思います。私たちも、形成外科医ならで
はの自由な発想で、研究を続けて行けたらと思って
おります。

第54回日本創傷治癒学会を開催するにあたって

武蔵野徳洲会病院特命副院長

木 山  輝 郎

●日本創傷治癒学会事務局
〒160-8582

東京都新宿区信濃町35

慶應義塾大学

医学部形成外科学教室内
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第54回日本創傷治癒学会会長

2024 年12月5日、6日に東京都千代田区の一橋大学一橋講堂にお
いて第 54 回日本創傷治癒学会を開催させていただくことになりました。
1971年に第1回研究会が開催され、恩師である日本医科大学第一外科
恩田昌彦教授、病理学教室浅野伍朗教授、そして直接ご指導いただいた
本学会名誉理事長德永昭教授が開催した本学術集会をお世話できま
すことを大変光栄に思っています。
創傷治癒との出会いは大学院での胃がんにおける上皮増殖因子 EGF
でした。その後、米国 Johns Hopkins 大学外科に留学し、創傷治癒と栄
養経路の研究を行いました。消化管を用いるほうが静脈栄養よりも創傷
治癒が促進することを示すことができ、本学会の奨励賞を頂きました。
しかし、そのメカニズムは現在も明らかではありません。先日、腸内細菌
の産生する H2 ガスが細胞内の酸化還元状態を変化させる可能性を示
すことができ、消化管利用と創傷治癒促進との糸口を見つけられたと考
えています。そこで、メインテーマを「New innovations in wound 
healing：創傷治癒の新たなイノベーションを求めて」としました。
近年、外科手術では開腹手術から低侵襲である腹腔鏡、ロボット手術
へ移行し、手縫い吻合から器械吻合へ、器械のステイプルも2列から3
列へ、組織補強のためのシートなど技術革新が起こり、臨床現場で導入
されています。慢性創傷に関しても持続吸引陰圧療法、創傷被覆材、除
圧ベッド、栄養補助食品など治癒を改善し、瘢痕形成を減らすための革
新的なアプローチが生まれています。基礎研究から臨床応用、そして社
会実装へと本学会のカバーする範囲が広がってきました。創傷治癒に関
する全ての研究者が集うことができるように準備を進めたいと考えてい
ます。更に特別講演をお二人の先生にお願いしました。京都大学医学部
長 岩井一宏教授から「細胞内鉄動態、フェロトーシスの解析」を、また徳
島大学宇宙栄養研究センター長 二川健教授から「無重力や寝たきりに
よる筋委縮の栄養学的治療法の開発」をお話しいただきます。細胞内と
無重力という新たな視点から創傷治癒を考える機会を頂ける有意義な
機会になると楽しみにしています。
学術集会会場は東京駅にほど近いお堀に面した一橋大学一橋講堂と
しました。会期の 12 月初めは東京でも紅葉が美しい時期で、丸の内や
銀座も近く街歩きや美味しいものを楽しむことができます。学会での熱
気あふれる議論につかれた時はぜひ素敵な街を散策していただければ
と思います。
皆様のご参加をお待ち申し上げます。



慶應形成外科の研究室は、〝瘢痕を残さない創傷治癒〞を目指し、貴志
教授の研究テーマであった胎仔の創傷治癒の研究をメインに行って参
りました。最近ではイモリの再生研究や老化の研究も活発に行い、成果
を上げております。研究室は小さいながらも、一連の基本的な機器が
揃っており、形成外科独自でマウス室も所有しています。また今年にな
り、KEYENCE VHX digital microscopeを導入し、皮膚の繊細な観察や
計測を行うことが可能になりました。

当研究室の特徴として、貴志教授の下、各研究者が横並びになって自
分の研究を遂行している、というのが特徴です。〝研究を上から押し付け
られることなく、各人の自由なアイデア・発想が受け入れられる環境の中
にも、密なディスカッションで周囲の助言を受けつつ自分の研究を遂行
することができる〞ということが最大の強みであると考えています。現在
は、常勤スタッフに加え、大学院生５名（うち中国から1名）、慶應義塾大
学薬学部生4名、医学部生4名といった若手中心の活気ある研究室と
なっています。コロナ禍におけるwebミーティングの普及により、当研究

JSWH NEWS LETTER
日 本 創 傷 治 癒 学 会 ニ ュース

No.�41

© 2024 Japanese Society for Wound Healing

第54回 日本創傷治癒学会　～創傷治癒の新たなイノベーションを求めて～

大江 真琴 先生
真田 弘美 先生

（金沢大学 医薬保健研究域保健学系）
（石川県立看護大学）

WRRに会員の論文が掲載されました

会員の論文が Wound Repair and Regeneration の Volume32 Issue No.1に掲載されました。
論文名、会員の著者は下記の通りです。

投稿規程に関しましては、Wiley Online Libraryの本ジャーナルホームページの機関誌概要下に
ある濃緑色のナビゲーションバーより、 <CONTRIBUTE> ⇒ <Author Guidelines> と進んでいた
だくか、以下のURLへアクセスして入手してください。

https://onlinelibrary.wiley.com/page/journal/1524475x/homepage/forauthors.html

なお、投稿方法は、ホームページからのオンライン投稿（要ログイン）となっております。

“Evaluating the cost-effectiveness of diabetic foot ulcer management by wound 
care specialists in Indonesia” , (Wound Repair and Regeneration, 32:6, P.80-89)

https://onlinelibrary.wiley.com/doi/epdf/10.1111/wrr.13147
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